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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つ以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物（Ａ）、
２－［４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－
４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）］－１，３，５－トリアジン、トリス[２
，４，６－[２－｛４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシ
フェニル｝]－１，３，５－トリアジン、２－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキ
シ－プロピル）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６
－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジンと（２－エチルヘキシ
ル）－グリシド酸エステルの反応生成物、及び２，４－ビス「２－ヒドロキシ－４－ブト
キシフェニル」－６－（２，４－ジブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジンから選
ばれるトリアジン型紫外線吸収剤（Ｂ）、
並びにエチル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート及び２－エチルヘキシル－
２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレートから選ばれる分子量が２００～１０００の
シアノアクリレート型紫外線吸収剤（ｃ１）及び分子量が２００～１０００のベンゾフェ
ノン型紫外線吸収剤である２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン（ｃ２）の少なくとも一
方の紫外線吸収剤（Ｃ）を含み、
質量比で（Ｂ）成分の配合量／（Ｃ）成分の配合量が０．３～５．０かつ（Ａ）成分１０
０質量部に対して（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計が７～１５質量部である活性エネルギー
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線硬化性被覆材組成物。
【請求項２】
　ポリカーボネート樹脂製基材の上に請求項１に記載の活性エネルギー線硬化性被覆材組
成物の硬化被膜が積層された積層体。
【請求項３】
　車両用ヘッドランプレンズである請求項２に記載の積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は特定の紫外線吸収剤を併用して含む活性エネルギー線硬化性被覆材組成物及び
積層体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱可塑性プラスチックは有用な物理的性質及び化学的性質を兼ね備えているため、様々
な分野に応用されている。例えば、ポリカーボネート樹脂は高い透明性、耐熱性及び耐衝
撃性を有し、射出成形性も良いことから、自動車のヘッドランプ、眼鏡レンズ、安全シー
ルド等に広く利用されている。
【０００３】
　しかしながら、熱可塑性プラスチックの多くは表面に傷が付きやすいため、実際に熱可
塑性プラスチックを使用する多くの場合には、その表面にはハードコート処理が施されて
いる。例えば特許文献１には、熱可塑性プラスチックとしてポリカーボネート樹脂を使用
する場合、ポリカーボネート樹脂の表面にアクリル系活性エネルギー線硬化性被覆材組成
物の硬化物を積層した積層体などが挙げられている。
【０００４】
　一方、近年、地球環境を保護するために、より低エネルギーな活性エネルギー線で硬化
させる事が望まれている。低エネルギーであるほど、使用する電力を少なくする事ができ
、またその結果、発生する二酸化炭素を抑え、地球温暖化を防ぐ効果がある。
【０００５】
　しかし特許文献１のアクリル系活性エネルギー線硬化性被覆材組成物は、高エネルギー
な活性エネルギー線で硬化させた場合、良好な耐侯性、耐擦傷性、基材との密着性を確保
することができるが、低エネルギーな活性エネルギー線で硬化させた場合、良好な耐侯性
、耐擦傷性、基材との密着性を確保することが困難である。
【０００６】
　より低エネルギーな活性エネルギー線を用いてアクリル系活性エネルギー線硬化性被覆
材組成物を硬化させる為には、組成物中の紫外線吸収剤を少なくする事が有効であるが、
反面、ポリカーボネート等の耐候性が低い樹脂を基材とした場合には、その黄変が顕著に
なりやすい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７―７０５７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、少ない活性エネルギー線でも十分に硬化し、また、良好な耐擦傷性、
耐侯性、基材との密着性が両立できる活性エネルギー線硬化性被覆材組成物及びその硬化
被膜が基材の上に積層された積層体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の態様において本発明は、
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少なくとも一つ以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物（Ａ）、
２－［４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－
４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）］－１，３，５－トリアジン、トリス[２
，４，６－[２－｛４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシ
フェニル｝]－１，３，５－トリアジン、２－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキ
シ－プロピル）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６
－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジンと（２－エチルヘキシ
ル）－グリシド酸エステルの反応生成物、及び２，４－ビス「２－ヒドロキシ－４－ブト
キシフェニル」－６－（２，４－ジブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジンから選
ばれるトリアジン型紫外線吸収剤（Ｂ）、
並びにエチル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート及び２－エチルヘキシル－
２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレートから選ばれる分子量が２００～１０００の
シアノアクリレート型紫外線吸収剤（ｃ１）及び分子量が２００～１０００のベンゾフェ
ノン型紫外線吸収剤である２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン（ｃ２）の少なくとも一
方の紫外線吸収剤（Ｃ）を含み、
質量比で（Ｂ）成分の配合量／（Ｃ）成分の配合量が０．３～５．０かつ（Ａ）成分１０
０質量部に対して（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計が７～１５質量部である活性エネルギー
線硬化性被覆材組成物に関する。
【００１０】
　第２の態様において本発明は、ポリカーボネート樹脂製基材の上に第１の態様における
活性エネルギー線硬化性被覆材組成物の硬化被膜が積層された積層体に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の被覆材組成物の硬化被膜は、良好な耐擦傷性、耐侯性、基材との密着性が両立
できることから、ポリカーボネート樹脂の表面に本被覆材組成物の硬化被膜が被覆された
積層体は自動車のヘッドランプレンズ、車両センサー、屋外の看板、温室や屋外建物の窓
ガラス、テラスやガレージの屋根、バルコニー、計器類カバー等の多岐の用途に使用する
ことができる。その硬化時に使用される活性エネルギー線も少なくできるため、本被覆材
組成物は、従来のアクリル系活性エネルギー線硬化性組成物よりも地球環境の保護の点に
おいて有益である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
＜被覆材組成物＞
　本発明の被覆材組成物は少なくとも一つ以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物
（Ａ）（以下「（Ａ）成分」という）に対し、２－［４－（オクチル－２－メチルエタノ
エート）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）］－１，３，５－トリアジン、トリス[２，４，６－[２－｛４－（オクチル－２－メ
チルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシフェニル｝]－１，３，５－トリアジン、２
－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキシ－プロピル）オキシ－２－ヒドロキシフェ
ニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－
（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－１
，３，５－トリアジンと（２－エチルヘキシル）－グリシド酸エステルの反応生成物、及
び２，４－ビス「２－ヒドロキシ－４－ブトキシフェニル」－６－（２，４－ジブトキシ
フェニル）－１，３，５－トリアジンから選ばれるトリアジン型紫外線吸収剤（Ｂ）（以
下「（Ｂ）成分」という）並びにエチル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート
及び２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレートから選ばれる分
子量が２００～１０００のシアノアクリレート型紫外線吸収剤（ｃ１）以下「（ｃ１）成
分」）という）及び分子量が２００～１０００のベンゾフェノン型紫外線吸収剤である２
，４－ジヒドロキシベンゾフェノン（ｃ２）（以下「（ｃ２）成分」という）の少なくと
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も一方である紫外線吸収剤（Ｃ）を含有する。
【００１３】
　（Ａ）成分としては、少なくとも一つの（メタ）アクリロイル基を有する単量体又はオ
リゴマーが挙げられる。（Ａ）成分の具体例としては、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレートやトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレートなどに代表され
る多官能（メタ）アクリレート、テトラフルフリル（メタ）アクリレート、イソボルニル
（メタ）アクリレートなどに代表される単官能（メタ）アクリレートが挙げられる。さら
に、ウレタン（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリレート、エポキシ（メ
タ）アクリレートなどのオリゴマーも挙げられる。またさらに、（メタ）アクリロイル基
を有する金属微粒子も挙げられる。これらの中から１種または２種以上を併用する事がで
きる。（Ａ）成分の構成としては特に制限は無いが、自動車ヘッドランプレンズに使用さ
れる観点から、例えば特開平０５―１７７０６号公報、特開平０５―２３０３９７号公報
、特開平０５―１７９１５７号公報、特開平０６―１２８５０３号公報、特開２００７―
３１４７１０号公報、特開２００７―３１４７６９号公報に示す構成が相応しい。
【００１４】
　（Ｂ）成分としては、分子骨格内にトリアジン骨格を有する紫外線吸収剤が挙げられる
。その中で市販品として入手可能なものは、２－［４－（オクチル－２－メチルエタノエ
ート）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル
）］－１，３，５－トリアジン｛商品名：「チヌビン４７９」（チバ・ジャパン社製）｝
、トリス[２，４，６－[２－｛４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－
ヒドロキシフェニル｝]－１，３，５－トリアジン｛商品名：「チヌビン７７７」（チバ
・ジャパン社製）｝、２－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキシ－プロピル）オキ
シ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジン｛商品名：「チヌビン４００」（チバ・ジャパン社製）｝、２－（２，
４－ジヒドロキシフェニル） －４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジンと（２－エチルヘキシル）－グリシド酸エステルの反応生成物｛商品名
：「チヌビン４０５」（チバ・ジャパン社製）｝、２，４－ビス「２－ヒドロキシ－４－
ブトキシフェニル」－６－（２，４－ジブトキシフェニル） －１，３，５－トリアジン
｛商品名：「チヌビン４６０」（チバ・ジャパン社製）｝などが挙げられる。この中でも
特に一般式（１）で示される２－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキシ－プロピル
）オキシ－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジンが（Ａ）成分との相溶性、耐侯性の観点から好ましい。
【００１５】
【化１】

【００１６】
　（Ｃ）成分は、分子骨格内にシアノアクリレートを有する（ｃ１）成分及びベンゾフェ
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ノン骨格を有する（ｃ２）成分の少なくとも一方であり、かつ分子量２００～１０００の
紫外線吸収剤である。（Ｃ）成分は単独では十分な耐侯性や密着性などを発現できないが
、（Ｂ）成分と併用する事によって、耐侯性を維持しながら、本被覆材組成物を少ない活
性エネルギー線で硬化させる事ができるようになる。
【００１７】
　（Ｃ）成分の分子量は２００以上、１０００以下である。さらに好ましくは、２００以
上７００以下である。分子量が２００以上の場合、耐侯性が向上する傾向にある。また分
子量が１０００以下の場合、（Ａ）成分との相溶性が向上する。
【００１８】
　（ｃ１）成分として市販品として入手可能なものは、エチル－２－シアノ－３，３－ジ
フェニルアクリレート｛商品名：「ユビナール３０３５」（ＢＡＳＦジャパン社製）｝、
２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート｛商品名：「ユビナ
ール３０３９」（ＢＡＳＦジャパン社製）｝などが挙げられる。（ｃ２）成分として市販
品として入手可能なものは、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン（商品名：「ユビナー
ル３０００」（ＢＡＳＦジャパン社製））などが挙げられる。この中でも特に一般式（２
）で示されるユビナール３０３９および一般式（３）で示されるユビナール３０００が相
溶性、耐侯性、密着性の観点から好ましい。
【００１９】
【化２】

【００２０】
【化３】

【００２１】
　（Ｂ）成分と（Ｃ）成分は（Ａ）成分１００質量部に対して、その合計が７～１５質量
部になるように配合する。（Ｂ）＋（Ｃ）が７質量部以上、より好ましくは９質量部以上
で硬化被膜の耐侯性試験後の黄変度が良好となる傾向にある。また（Ｂ）＋（Ｃ）が１５
質量部以下、より好ましくは１１質量部以下で、硬化被膜の温水試験後の密着性が向上す
る傾向にある。その際、｛（Ｂ）の配合量／（Ｃ）の配合量｝は質量比で０．３以上５．
０以下である。より好ましくは０．６以上３．０以下である。０．３以上で耐侯性試験後
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の黄変度が向上する傾向にある。また５．０以下で硬化性が向上し、温水試験後の密着性
が向上する傾向にある。
【００２２】
　本発明においては、本被覆材組成物中に、光重合開始剤を含むことが好ましい。光重合
開始剤として特に制限はなく、活性エネルギー線照射により（Ａ）成分を硬化させうるも
のであれば、いずれのものも使用できる。具体的には、ベンゾイン、ベンゾインモノメチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、アセトイン、ベンジル、ベンゾフェノン
、ｐ－メトキシベンゾフェノン、ジエトキシアセトフェノン、ベンジルジメチルケタール
、２，２－ジエトキシアセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、
メチルフェニルグリオキシレート、エチルフェニルグリオキシレート、２－ヒドロキシ－
２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン等のカルボニル化合物、テトラメチルチウ
ラムモノスルフィド、テトラメチルチウラムジスルフィドなどの硫黄化合物、２，４，６
－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィンオキサイドなどのアシルフォスフィンオ
キサイド等を挙げることができる。これらは１種又は２種以上の混合系で使用される。こ
れらの中でも、ベンゾフェノン、ベンゾインイソプロピルエーテル、メチルフェニルグリ
オキシレート、ベンジルジメチルケタールがより好ましい。
【００２３】
　光重合開始剤の使用割合は、（Ａ）成分１００質量部に対し、０．１～１０質量部の範
囲が好ましい。下限値は１質量部以上がより好ましく、上限値は５質量部以下がよりこの
ましい。０．１質量部以上の場合、硬化性が良くなる。また、１０質量部以下の場合、硬
化被膜の透明性および耐候性が良くなる。
【００２４】
　本発明においては、本被覆材組成物中に、ヒンダードアミン系光安定剤含むことが好ま
しい。ヒンダードアミン系光安定剤としては、公知のヒンダードアミン系光安定剤が使用
でき、具体的には、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート
、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－
メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－エ
トキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－プロ
ポキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－ブト
キシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－ペンチ
ロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－ヘキ
シロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－ヘ
プチロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－
オクトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－
ノニロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－
デカニロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１
－ドデシロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート等が挙げ
られるが、これらのうちビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）が特に
好ましい。ヒンダードアミン系光安定剤の使用割合は、（Ａ）成分１００質量部中に対し
、０．１～５質量部の範囲が好ましい。下限値は０．５質量部以上がより好ましく、上限
値は２質量部以下がより好ましい。０．１質量部以上の場合、硬化被膜の耐候性が良くな
る。また５質量部以下の場合、硬化性および硬化被膜の強靭性、耐熱性、耐摩耗性が良く
なる。
【００２５】
　本発明においては、本被覆材組成物中に、必要に応じて、コロイド状シリカ、コロイド
状金属、光増感剤、充填剤、染料、顔料、顔料分散剤、流動調整剤、レベリング剤、消泡
剤、酸化防止剤、ゲル微粒子、微粒子粉等の各種添加剤を配合することができる。
【００２６】
　また、本発明においては、本被覆材組成物の固形分濃度調整、分散安定性向上、塗布性
向上、基材への密着性向上等を目的として、本被覆材組成物中に有機溶剤を配合すること
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ができる。
【００２７】
　上記の有機溶剤としては、例えば、イソブタノール等のアルコ－ル系溶剤並びに酢酸ｎ
－ブチル及び酢酸ジエチレングリコール等のエステル系溶剤が挙げられる。これらは１種
を単独で又は２種以上を併用して使用することができる。
【００２８】
　有機溶剤の配合量としては、本被覆材組成物の固形分１００質量部に対して１０～１，
０００質量部が好ましい。
【００２９】
＜塗装および硬化方法＞
　本発明の被覆組成物を基材に塗布するには、ハケ塗り、スプレーコート、ディップコー
ト、スピンコート、カーテンコートなどの方法が用いられるが、被覆組成物の塗布作業性
、被覆の平滑性、均一性、硬化被膜の基材に対する密着性向上の点から、適当な有機溶剤
を添加して塗布するのが好ましい。また、粘度を調整するために被覆材組成物を加温して
から塗装しても良い。
【００３０】
　本被覆材組成物の硬化被膜の膜厚としては１～２０μｍが好ましく、２～１０μｍがよ
り好ましい。本被覆材組成物の硬化被膜の膜厚が１μｍ以上で本被覆材組成物の硬化被膜
の耐擦傷性が良好となる傾向にある。また、本被覆材組成物の硬化被膜の膜厚が２０μｍ
以下で本被覆材組成物の硬化被膜にクラックが発生し難くなる傾向にある。
【００３１】
　本被覆材組成物を硬化するための活性エネルギー線としては、例えば、真空紫外線、紫
外線、可視光線、近赤外線、赤外線、遠赤外線、マイクロ波、電子線、β線及びγ線が挙
げられる。これらの中で、紫外線又は可視光線を光感応性ラジカル重合開始剤と組み合わ
せて使用することが、重合速度が速い点及び基材の劣化が比較的少ない点で好ましい。
【００３２】
　活性エネルギー線の光源の具体例としては、低圧水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯、超
高圧水銀灯、フュージョンランプ、白熱電球、キセノンランプ、ハロゲンランプ、カーボ
ンアーク灯、メタルハライドランプ、蛍光灯、タングステンランプ、ガリウムランプ、エ
キシマレーザー及び太陽が挙げられる。
【００３３】
　活性エネルギー線の照射エネルギーとしては、波長３４０～３８０ｎｍの積算エネルギ
ーで０．１～１０Ｊ／ｃｍ２が好ましい。使用する電力、すなわちエネルギーを考えると
、１．０Ｊ／ｃｍ２未満が特に好ましい。
【００３４】
　被照射物に対して活性エネルギー線を照射する際は、より均一に照射するために、被照
射物が回転しながら照射させても構わない。
【００３５】
　本発明において、塗装工程と紫外線硬化工程の間に加熱処理工程を施しても良い。一般
的に加熱処理工程は、近赤外線ランプの照射、温風の循環等によって達成される。本発明
の被覆材組成物は、塗装後、加熱処理工程炉内中の基材表面温度（以下加熱温度）が４０
℃～９０℃、加熱時間が６０～１８０秒で加熱処理した場合、屋外での長期に渡る密着性
が良好となる。さらに好ましくは、加熱温度が５０～７０℃、加熱時間が９０～１２０秒
である。加熱温度が４０℃以上では有機溶剤等が塗膜内部から十分に揮発し、耐水性、耐
候性が良好となる。また９０℃以下では外観、耐候性が良好となる。また加熱時間が９０
秒以上であると、有機溶剤等が塗膜内部から十分に揮発し、耐水性、耐候性が良好となり
、１８０秒以下では外観、耐候性が良好となりやすい。
【００３６】
　活性エネルギー線の照射雰囲気としては、空気中でも良いし、窒素、アルゴン等の不活
性ガス中でも良い。
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【００３７】
＜積層体＞
　本発明の被覆材組成物は、基材たる各種合成樹脂成形品の表面の改質に使用できるが、
この合成樹脂成形品としては、従来から耐摩耗性や耐侯性等に関する改善要望のある各種
の熱可塑性樹脂や熱硬化性樹脂が挙げられる。具体的には、ポリメチルメタクリル樹脂、
ポリカーボネート樹脂、ポリエステル樹脂、ポリスチレン樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＡＳ樹脂、
ポリアミド樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリメタクリルイミド樹脂、ポリアリルジグリコ
ールカーボネート樹脂などが挙げられる。特に、ポリメチルメタクリル樹脂、ポリカーボ
ネート樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリメタクリルイミド樹脂は、透明性に優れかつ耐摩耗
性改良要求も強いため、本発明の被覆組成物を適用するのが特に有効である。また合成樹
脂成形品とは、これらの樹脂からなるシート状成形品、フィルム状成形品、各種射出成形
品などである。
【００３８】
　本発明の被覆材組成物の硬化被膜は、耐摩耗性、耐候性に優れる。そのため、本発明の
被覆組成物をポリカーボネート樹脂成形品の表面に塗布し、活性エネルギー線を照射する
ことにより、硬化被膜を形成した樹脂成形品は、車両用ヘッドランプレンズに好適である
。
【実施例】
【００３９】
　以下に実施例及び比較例を掲げ本発明について更に詳しく説明する。また実施例中の測
定評価は次のような方法で行った。
（１）被覆材組成物の状態
　表に示す被覆材組成物の外観を目視評価した。液が透明であるものを○とし、濁り、沈
殿物が観察されるものを×とした。
（２）温水試験
　硬化被膜を８０℃の温水に５時間浸漬した後、以下の評価を実施した。
（ａ）硬化被膜の外観
　温水試験後の外観を目視評価した。表面が平滑で、透明であるものを○とし、白化やク
モリが観察されるものを×とした。
（ｂ）密着性
　硬化被膜に１ｍｍ間隔で基材まで達するクロスカットを入れ、１ｍｍ2の碁板目を１０
０個作り、その上にセロテ－プ（登録商標）を貼り付け急激にはがし、剥離した碁盤目を
数えた。剥離が全く無いものを◎とし、剥離の数が１～１０個のものを○とし、剥離の数
が１１～５０個のものを△、剥離の数が５１～１００個のものを×とした。
【００４０】
（３）耐侯性
　サンシャインカーボンウエザオメーター（スガ試験機製、ＷＥＬ－ＳＵＮ－ＨＣ－Ｂ型
）耐候試験機を用いて、ブラックパネル温度６３±３℃、降雨１２分間、照射４８分間の
サイクルで試験した。
（ａ）硬化被膜の外観
　耐侯性試験後の外観を目視評価した。表面が平滑で、透明であるものを○とし、白化や
クモリが観察されるものを×とした。
（ｂ）硬化被膜の透明度
　ヘイズメーター（ＨＭ－６５Ｗ、（株）村上色彩技術研究所製）を用いて試験前後のヘ
イズ値を測定した。
【００４１】
　◎　増加ヘイズ値＝０以上１．０未満
　○　増加ヘイズ値＝１．０以上２．０未満
　×　増加ヘイズ値＝２．０以上
（ｃ）硬化被膜の黄変度
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　瞬間マルチ測光システム（ＭＣＰＤ－３０００、大塚電子（株）製）を用いて三刺激値
（Ｘ、Ｙ、Ｚ）を測定し、下記式を用いてイエローインデックス（ＹＩ）値を算出した。
【００４２】
　イエローインデックス（ＹＩ）値＝１００×（１．２８×Ｘ－１．０６×Ｚ）／Ｙ
　◎　増加イエローインデックス（ＹＩ）値＝０以上０．５０未満
　○　増加イエローインデックス（ＹＩ）値＝０．５０以上２．００未満
　×　増加イエローインデックス（ＹＩ）値＝２．００以上
（ｄ）硬化被膜の密着性
　先の温水試験時の（ｂ）と同様に評価した。
【００４３】
＜Ａ－１成分の調整方法（調整例１）＞
　５００ｍｌのＰＰカップに、カヤラッドＤＣＰＡ－２０（日本化薬（株）製）１００ｇ
、アロニックスＭ－３１５（東亞合成（株）製）１２０ｇ、ダイヤビームＵＫ－６０９１
（三菱レイヨン（株）製）８０ｇを入れ、均一になるまで攪拌し、Ａ－１成分を得た。
　カヤラッドＤＣＰＡ－２０：カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリ
レート
　アロニックスＭ－３１５：トリスアクリロイルオキシエチルイソシアヌレート
　ダイヤビームＵＫ－６０９１：ウレタンアクリレート
【００４４】
［実施例１］
　表１に示す配合比で被覆材組成物を調製し、厚さ３ｍｍのポリカーボネート樹脂板（Ｇ
Ｅ社製、商品名：「レキサンＬＳ－２」）に、硬化後の被膜が８μｍになるようにスプレ
ー塗装した。オーブン中で８０℃、３分間加熱処理することにより有機溶剤分を揮発させ
た後、空気中で高圧水銀ランプを用い、波長３４０ｎｍ～３８０ｎｍの積算光量が９５０
ｍＪ／ｃｍ2のエネルギー（（株）オーク製作所社製、ＵＶ－３５１ＳＮにて測定）を照
射し、硬化被膜を得た。得られた被膜の評価結果を表１に示した。
【００４５】
［実施例２～７、比較例１～１０］
　表１～２に示す配合比で被覆組成物を調製し、実施例１と同様の条件で硬化被膜を得た
。得られた被膜の評価結果を表１、２に示した。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
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【表２】

【００４８】
　なお、表１～２中の化合物の記号は次の通りである。
Ａ－１成分：調整例１で得たアクリル組成物
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Ｂ－１：２－［４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシロキシ－プロピル）オキシ－２－ヒド
ロキシフェニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリア
ジン（商品名「チヌビン４００」、チバ・ジャパン社製）、分子量６５３
Ｂ－２：２－［４－（オクチル－２－メチルエタノエート）オキシ－２－ヒドロキシフェ
ニル］－４，６－［ビス（２，４－ジメチルフェニル）］－１，３，５－トリアジン（商
品名：「チヌビン４７９」、チバ・ジャパン社製）、分子量６７７
ｃ１－１：２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート（商品名
：「ユビナール３０３９」、ＢＡＳＦジャパン社製）、分子量３１９
ｃ２－１：２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン（商品名：「ユビナール３０００」、Ｂ
ＡＳＦジャパン社製）、分子量２１４
ＵＶＡ－１：２－（２－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾー
ル（商品名：「チヌビンＰＳ」、チバ・ジャパン社製）
ＵＶＡ－２：１，３－ビス－［（２’―シアノ－３，３’－ジフェニルアクリロイル）オ
キシ］－２，２－ビス－｛［（２－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリロイル）オキシ
］メチル｝プロパン（商品名：「ユビナール３０３０」、ＢＡＳＦジャパン社製｝、分子
量１０６１
ＢＴＰＳ：ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート
ＢＮＰ：ベンゾフェノン
ＭＰＧ：メチルフェニルグリオキシレート
ＢＤＫ：ベンジルジメチルケタール
ＴＰＯ：２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィンオキサイド
Ｌ－７００１：シリコーン系レベリング剤（商品名「Ｌ－７００１」、東レダウコーニン
グ社製）
ＰＧＭ：プロピレングリコールモノメチルエーテル
ＥＣＡ：エチルカルビトールアセテート
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明の被覆組成物は従来品に比べ、少ないエネルギーで硬化させる事ができるため、
地球環境の保護の点において有益である。
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